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安
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三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
歩
行
者
同
士
の
事
故
と
携
帯
電
話
の
使
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
歩
行
者
同
士
の
事
故
と
携
帯
電
話
の
使
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
見
解
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
歩
行
者
同
士
の
事
故
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。


